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平泉寺荘嘱託職員募集 

勤 務 日　月、水、木、金、土曜日 

勤務内容　月～金（火は休み）デイサービスの手伝い 

　　　　　　土　　平泉寺荘応接業務 

賃　　金　月額　121,600円　賞与　有 

年　　齢　60歳以下 

締め切り　1月31日（木） 

応募方法　社会福祉協議会事務局

（福祉健康センター「す

こやか」内）に履歴書

を持参してください。 

福井県立盲学校入学案内 
　盲学校では、病気や事故などにより中途で
失明したり、視力障がいで悩んでいるかたが
たに、自立更正の道を歩んでいただけるよう、
卒業後に理療師（あんま・マッサージ・指圧
師など）国家試験の受験資格が取得できる学
科を設けております。 
身体条件・両眼の矯正視力がおおむね0.3未

満のもの 
　　　　・視力以外の機能障がいが高度なも

ののうち、拡大鏡等を使用しても
通常の文字や図形を認識すること
が不可能、または著しく困難なも
の 

募集学部　幼稚部（満3歳から5歳までの幼児） 
　　　　　高等部　本科普通科・本科保健理

療科 
　　　　　　　　　専攻科理療科 
出願期間　1月18日（金）～28日（月） 

受け付け時間は土・日を除く、午
前9時から午後4時まで 

入学選考日　2月13日（水） 

ろうきん友の会より 
車椅子寄贈 

　12月21日、勝山地区ろうきん友の

会（清水嘉夫会長）より、チャリティーダ

ンスパーティーでの募金収益による車椅

子2台を寄贈いただきました。市社協で

は、要介護者のかた等への無料貸出し用

として活用させていただきます。ありが

とうございました。 

 

　勝山ボランティアセンターでは、これから定年を迎えるあるいは定年を

迎えたシニア世代の皆様を対象に、地域の今後やシニア世代の役割、また、

個々の生きがいなど、様々な視点からやシニア世代のあり方について考え

る講座を開催します。 

福井県立盲学校　入学選考係 
（10776－54－5280） 

地域のちょっとした力に 
　　あなたもなりませんか？ 
地域のちょっとした力に 
　　あなたもなりませんか？ 
“シニアのためのふくし講座”開催 

対　　象　概ね50歳以上のかた 
受 講 料　無料 
お申込み　お電話または所定の申込み用紙（チラシ添付）にて、 
　　　　　2月22日（金）までにお申し込みください 
主　　催　勝山ボランティアセンター 
共　　催　（社）ふくい・くらしの研究所（福井県民生協） 

○開催日時・会場等　 

回数 開催日時  会　　場 内　　容　・　講 師 等 

1
3月1日（土） 
午後1時30分～ 
　　　  午後4時 

福祉健康 
　　センター 
　「すこやか」 

○講演と意見交換 

　「地域の中であなたの 

　　　　　力が必要です」 

2
3月29日（土） 
午後1時30分～ 
　　　  午後4時 

福祉健康 
　　センター 
　「すこやか」 

○市内のボランティア活動者 

　の体験発表や意見交換など 

　「私はこんな活動を 

　　　　　　はじめました」 

是非是非ご来
場来場くださ

い！ 
是非ご来

場ください
！ チャリティー映画会のお知らせ チャリティー映画会のお知らせ 

と　き：2月16日（土） 
　　　　（昼の部）午後2時～4時 
　　　　（夜の部）午後6時30分～8時30分 
会　場：勝山市民会館大ホール 

＊前売り券は、1月10日頃より、民生・児童委員各位、各福 
　祉団体や施設、各地区社協（公民館）および社会福祉協議会 
　事務局で発売予定です。たくさんのご来場お待ちしております。 

上映作品　「筆子その愛　－天使のピアノ」（字幕スーパー付） 
金　　額　前売券　大　　　人　1,000円 
　　　　　　　　　高校生以下　 500円 
　　　　　当日券　大　　　人　1,200円 
　　　　　　　　　高校生以下　 600円 
【作品のかいせつ】 
　障がいをもつ娘の母として、また、日本初の知的障がい児者
施設「滝乃川学園」創始者・石井亮一の妻として、障がい児教
育の発展に人生を捧げた石井筆子の波乱の人生を描いた感動作。
出演している100名以上の障がい児者の演技も見逃せません。 

福祉に役立てて! 電子辞書を寄贈 
　アボット・ジャパン㈱勝山事業所様より、電子辞書（英和・和

英辞典等登載）64台を寄贈い

ただきました。市社協では、市

内の小中学校や県国際交流協会

などに配分し、国際交流事業や

在日外国人のかたの福祉増進に

活用させていただきます。あり

がとうございました。 

ランティー 
「ランティー」は、福井県の 
ボランティア・シンボルです 

「社協からこんにちは！」「ランティー・ニュース」に 
関するお問い合わせ先 
社会福祉法人 勝山市社会福祉協議会（188ー1177） 

広報かつやま1月号 No.637 12 広報かつやま1月号 No.63713

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
何
か
と
お
引
き
立
て
に
預
か
り
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

三
年
前
は
『
愛
』、
一
昨
年
は
『
命
』
で
そ
の
年
の
世
相
を
象
徴
さ
れ
ま
し
た
が
、

昨
年
は
残
念
に
も
『
偽
』
が
第
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
日
本
人
と
し
て
、
大

変
恥
ず
べ
き
事
態
と
な
り
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
し
、
反
省
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
平
成
十
九
年
度
の
社
協
の
各
事
業
活
動
は
概
ね
順
調
に
推
移
し
、
皆
様
の

期
待
に
応
え
て
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
苦
し
い
環
境
の
中
、
尚
一
層
の
充
実

と
飛
躍
を
念
じ
て
い
ま
す
。

我
々
社
協
の
使
命
は
エ
ン
ド
レ
ス
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
々
地
域
ご
と
に
よ
る
差
は
あ
っ
て
も
、
平
等
に
、
地
域
に
密
着
し
た
全
て
の
サ

ー
ビ
ス
が
、
皆
様
に
如
何
に
満
足
し
て
頂
け
る
事
業
が
出
来
る
か
、『
偽
』
は
捨
て

て
、『
信
』
を
信
条
に
、
皆
様
の
期
待
に
沿
う
べ
く
頑
張
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。『
福

祉
で
ま
ち
づ
く
り
』
に
は
ま
ず
『
福
祉
の
充
実
』
が
先
決
で
す
が
、
如
何
に
立
派
な

企
画
事
業
で
も
、
皆
様
の
参
加
な
く
し
て
は
意
味
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
よ
り
多
く
の

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
面
、
社
協
自
体
の
財
政
の
安
定
性
が
問
題
と
し
て
あ
り
ま
す
が
、
共
同
募
金
、

歳
末
募
金
が
、
大
変
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
に
も
関
り
ま
せ
ず
、
皆
様
の
ご
協
力
と

ご
尽
力
に
よ
り
、
お
蔭
様
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

大
き
な
励
み
と
な
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
内
部
的
財
政
問
題
は
、
積

極
的
に
改
革
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
苦
し
い
状
況
は
今
後
と
も
続
く
も
の
と
思
わ

れ
、
さ
ら
に
改
革
を
進
め
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
社
協
は
、『
安
心
、
安
全
』
な
ま
ち
づ
く
り
は
福
祉
か
ら
を
目
標
に
次
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
各
事
業
活
動
の
存
在
価
値
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

『
人
を
大
切
に
す
る
プ
ロ
を
目
指
し
、
住
民
の
満
足
、
お
客
様
の
満
足
、
職
員
の
満

足
を
追
求
す
る
』

皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
る
ま
す
と
同
時
に
、
ご
意
見
、
ご
希
望
を
お
聞
き

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

デイサービス（レクリエーション）


